
 
◆外部有識者による効果検証 

検証の時期    令和４年７月 

検証の体制 名張市地域活力創生会議による 

市議会による効果検証の有無 有 （時期：令和４年８月） 

総合評価 

地方創生に非常に効果的であった 

全ての KPI を達成し、事業承継の実現が図れた。子育て世帯を中

心に就労者数の増加が図れ、在宅ワーク等新たな働き方の提案が

行えた。 

 

外部有識者からの主な意見 

・雇用に関する意識調査「いきいきと働ける場が確保されていると思う市民の割合」が、非常に低いと

感じた。工業団地もあり求人状況をみていると雇用の場はあるイメージである。 

・名張市は伊賀市に比べると企業数が圧倒時に少なく、求人倍率も名張市が 0.8 倍に対し伊賀市は 2

倍である。 

・就職説明会へ参加すると市外の方や移住者に向けられているような印象がある。大学生の友達に聞

いてみても、進学で転出した人はそのまま転出先で就職をする人が多いが、地域活動に関わった経験

がある人はＵターンなどで地元への定着率が高いと思う。もっと若い世代が地域に関わる仕組みや機

会があればと思う。 

 



 
◆外部有識者による効果検証 

検証の時期    令和４年７月 

検証の体制 名張市地域活力創生会議による 

市議会による効果検証の有無 有 （時期：令和４年８月） 

総合評価 

地方創生に相当程度効果があった 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響に伴い、目標達成には至ら

なかったものの全国的に観光客が減少する中、赤目四十八滝の入

込客数は前年度より増となった。 

 

外部有識者からの主な意見 

・名張は「伊賀地域」の一部であり「忍者」という強力なコンテンツがあるにもかかわらず、なぜ伊賀市と

一緒にプロモーションをしないのか。名張市はＥＮＮ（広域連携）の枠組みの中での取組に注力をして

いると思うが、伊賀市とももう少し連携をしてもよいのでは。 

・名張地区は江戸川乱歩の生誕地というキラーコンテンツがあり、まち自体が大変興味深い。建物の半

分が町家であり、名張地域もこれだけコンテンツがあるので、町並み保存できるよう取り組んでいた

だけないか。 



 
◆外部有識者による効果検証 

検証の時期    令和４年７月 

検証の体制 名張市地域活力創生会議による 

市議会による効果検証の有無 有 （時期：令和４年８月） 

総合評価      － 

 

外部有識者からの主な意見 

・2025 関西万博に向けてインバウンドが確実に拡大する。これを引っ張ってくるのに「忍者」のコンテ

ンツは必須である。 

・赤目地域だけの観光にとどめるのではなく、名張地区や青蓮寺区、美旗地区なども含めた形でやって

いく必要がある。実際、観光客を受け入れるのは各地域になるので、地域住民の方の協力や理解がな

いと成り立たない。地域への支援が必要である。 

・観光や移住に関係することだが、「縮充」を考える時期にきているのではないか。 

・事業エリアは行政区でいうと関西運輸局と中部運輸局と異なることもあり、事業展開が難しい。 

 

 



 
◆外部有識者による効果検証 

検証の時期    令和４年７月 

検証の体制 名張市地域活力創生会議による 

市議会による効果検証の有無 有 （時期：令和４年８月） 

総合評価 

地方創生に相当程度効果があった 

多文化共生センターでは外国人住民から多種多様な相談を受け不

安解消に向けて対応した。 

 

外部有識者からの主な意見 

・若者をはじめとする様々なコミュニテイーを創ることや、それに関する地域活動などの経験は、若者な

どが流出の抑制につながると思う。 

・若い世代が地域住民の方との関わることや、ミッションを通して、地域の課題を見つけたり、地域での

面白さを見つけたりすることでもっと関わりたいと感じる自然な流れができた事例もある。若者流出

の特効薬はないし、都市の財力には勝てない。地道ではあるがこうしたモデルが広がっていけば、名

張市のセールスポイントになっていくのではと思った。 

 

 



 
◆外部有識者による効果検証 

検証の時期    令和４年７月 

検証の体制 名張市地域活力創生会議による 

市議会による効果検証の有無 有 （時期：令和４年８月） 

総合評価 － 

 

外部有識者からの主な意見 

・赤目地域だけの観光にとどめるのではなく、名張地区や青蓮寺区、美旗地区なども含めた形でやって

いく必要がある。実際、観光客を受け入れるのは各地域になるので、地域住民の方の協力や理解がな

いと成り立たない。地域への支援が必要である。 

・新規就農で一番困難なことは農地の確保である。縁もゆかりもないところから来た人にいきなり農地

を貸してくれる方も難しい。地域の方が仲介されることが一番スムーズであり、地域の方にアドバイス

をいただける制度として大変有効であると思う。 

・地方創生や移住施策に取り組んだところで人が移動するだけのことである。この現実を受け止めなが

ら、この中で何に特化し何を中心に選択集中して取り組むかだと思う。 

 



 

◆外部有識者による効果検証 

検証の時期    令和４年７月 

検証の体制 名張市地域活力創生会議による 

市議会による効果検証の有無 有 （時期：令和４年８月） 

総合評価 地方創生に相当程度効果があった 

 

外部有識者からの主な意見 

・名張市は他市と比べると高齢化率が進んでいる。「生涯現役」として健康づくり施策に取り組まれてき

たように、高齢者の世代が現役で頑張っていただく必要がある。 

・「ふれあいセンター」には高齢者の方が卓球をしに来てくれており、元気でまだまだ働くことができる

方もたくさん見受けられる。こういった年齢層の方が働く場があればと感じている。 

・人口減少は、日本全体の個数が減ることでなので、都市部に人口が集中するのは当然で、地方創生や

移住施策に取り組んだところで人が移動するだけのことである。この現実を受け止めながら、何に特

化して何を選択集中して取り組むかだと思う。名張市は、近隣の周辺自治体の中核都市としての役割

を持つ必要があると思っている。 



 
◆外部有識者による効果検証 

 

検証の時期    令和４年７月 

検証の体制 名張市地域活力創生会議による 

市議会による効果検証の有無 有 （時期：令和４年８月） 

総合評価   － 

 

外部有識者からの主な意見 

・専門者による人口の動きや意識調査などを検証や整理を行って、全体的な施策も行う一方で、例えば

「移住なら移住」といった形で優先順位を付けた中で特化した取組を行ってはどうか。 

・「リモートワークのまち名張」としてＰＲしてはどうか。テレワークの推進を行うため市内全域に 5Ｇを

整備して、商工会議所や企業などの関係団体はリモートワークの浸透を図り専門人材を確保するな

ど、市全体が連携して同じ方向で取り組んでいくことが必要だと思う。 

 


